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2．教育活動の概要 

2.1 学部 

2.1.1 講義 

 

磁：地磁気世界資料解析センター， 防：防災研究所， 別：地球熱学研究施設， 

阿：地球熱学研究施設火山研究センター 

 

 

 

科 目 前・後 担 当 教 員 

地球物理学概論Ⅰ 前 田口 聡・久家慶子 

地球物理学概論Ⅱ 後 重 尚一・吉川 裕・金子善宏 

計算地球物理学 後 石岡圭一 

計算地球物理学演習 後 石岡圭一・根田昌典・風間卓仁 

地球連続体力学 後 宮﨑真一 

観測地球物理学 前 齊藤昭則・重 尚一・吉川 裕・横尾亮彦(阿) 

観測地球物理学演習 A 

 
夏期集中 

宮﨑真一・大倉敬宏(阿)・齊藤昭則・風間卓仁・

宇津木充(阿)・横尾亮彦(阿)・原田裕己・ 

坂崎貴俊 

観測地球物理学演習 B 夏期集中 
柴田智郎(別)・吉川 裕・大沢信二(別)・ 

楠本成寿(別)・澤山和貴(別) 

地球連続体力学からの展開 後 宮﨑真一 

弾性体力学 前 金子善宏 

地球流体力学 前 吉川 裕 

電離気体電磁力学 前 齊藤昭則 

地球物理学のためのデータ解析法 前 向川 均・伊藤耕介 

海洋物理学Ⅰ 後 吉川 裕 

気象学Ⅰ 後 石岡圭一 

地球電磁気学 後 藤 浩明(磁) 

物理気候学 前 重 尚一 

固体地球物理学 A 後 久家慶子・大倉敬宏(阿) 

地球物性物理学 後 清水以知子 

測地学 前 宮﨑真一・深畑幸俊(防)・楠本成寿(別) 

地震学 前 久家慶子・伊藤喜宏 

海洋物理学Ⅱ 前 吉川 裕 

気象学Ⅱ 前 石岡圭一 

太陽地球系物理学 前 田口 聡 

陸水学 前 大沢信二(別)・柴田智郎(別)・松四雄騎(防) 

火山物理学 前 
大倉敬宏(阿)・為栗 健(防)・大見士朗(防)・ 

宇津木充(阿)・横尾亮彦(阿) 

地球熱学 前 大沢信二(別)・柴田智郎(別)・楠本成寿(別) 
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阿：地球熱学研究施設火山研究センター，人：人間・環境学研究科，生：生存圏研究所 

科 目 前・後 担 当 教 員 

地質科学概論Ⅰ 前 山路 敦・成瀬 元 

地質科学概論Ⅱ 後 下林典正・河上哲生 

グローバルテクトニクス 前 田上高広・古川善紹（阿） 

基礎地質科学実習 後 下林典正・三宅 亮・堤 昭人・松岡廣繁・   

河上哲生・渡邊裕美子・成瀬 元 

生物圏進化史 後 松岡廣繁 

太陽系と地球の化学 前 伊藤正一・高橋けんし(生)・野口高明 

岩石学 後 河上哲生 

鉱物学 後 下林典正・三宅 亮 

地質調査・分析法Ⅰ 前 山路 敦・佐藤活志・成瀬 元・生形貴男・ 

河上哲生・東野文子 

古生物学Ⅰ 後 生形貴男 

地球テクトニクスⅠ 後 田上高広・渡邊裕美子 

地質調査・分析法Ⅱ 後 

三宅 亮・下林典正・野口高明・堤 昭人・ 

河上哲生・渡邊裕美子・佐藤活志・伊藤正一・

伊神洋平・東野文子 

構造地質学 後 佐藤活志・山路 敦 

宇宙地球化学 後 伊藤正一・野口高明 

岩石学実験 後 河上哲生・東野文子 

地質科学野外巡検ⅠＡ 前 地球惑星科学系教員多数 

地質科学野外巡検ⅠＢ 後 地球惑星科学系教員多数 

地球テクトニクス実習Ⅰ 後 田上高広・堤 昭人・渡邊裕美子 

宇宙地球化学実習 後 伊藤正一・野口高明 

地層学実験 後 佐藤活志・成瀬 元・山路 敦 

地質科学野外巡検Ⅱ 後 山路 敦・河上哲生 

地球惑星史基礎論 前 生形貴男・田上高広・野口高明 

地球惑星物質科学基礎論 前 下林典正・河上哲生 

地質科学表層プロセス基礎論 前 成瀬 元・渡邊裕美子 

地質科学内部プロセス基礎論 前 山路 敦・田上高広 

地史学実験 後 生形貴男・松岡廣繁 

鉱物科学実験 後 三宅 亮・伊神洋平・下林典正 

古生物学Ⅱ 前 生形貴男・成瀬 元・松岡廣繁 

鉱物学特論 前 下林典正・伊神洋平・三宅 亮 

変成岩岩石学 前 河上哲生・東野文子 

鉱物学実習 前 三宅 亮・伊神洋平・下林典正 

地球テクトニクス実習Ⅱ 前 田上高広・堤 昭人・渡邊裕美子 

理論テクトニクス 前 山路 敦・佐藤活志 

堆積学 後 成瀬 元 

古生物学実験 前 生形貴男・成瀬 元・松岡廣繁 

地球テクトニクスⅡ 前 堤 昭人・田上高広 
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全学共通科目 

 

科 目 前・後 担 当 教 員 

地球の物理 前 地球惑星科学系教員多数 

How the Earth Works: Environmental 

Change－地球の営み：環境変動－ 
前 Bogdan Enescu 

ILAS E2 ゼミナール：Frontiers of 

Earthquake Science 
前 Bogdan Enescu 

プラズマ科学入門 後 齊藤昭則（分担） 

How the Earth Works: Earth’s 

History－地球の営み：地球史－ 
後 Bogdan Enescu 

ILAS E2 ゼミナール： Earthquakes & 

Volcanoes - Prediction and Hazards 
後 Bogdan Enescu 

地球科学実験 後 風間卓仁（分担）・根田昌典（分担） 

情報基礎演習［理学部］ 後 坂崎貴俊（分担） 

統合科学：自然災害の科学 後 清水以知子 

フィールド地球科学 前 成瀬 元（分担）伊藤正一（分担） 

地球科学実験 前 三宅 亮（分担）・佐藤活志（分担） 

ILAS セミナー：鉱物の世界への誘い  

  ～鉱物好き，大集合！～ 
前 下林典正 

ILAS セミナー：惑星・衛星の地学 前 山路 敦 

地球の誕生と進化 後 生形貴男・野口高明・河上哲生 

Introduction to Earth Science B-E2 後 Horst Zwingmann 

Field Earth Science-E2 後 Horst Zwingmann 

Advance Practice of Earth Science-E2 後 Horst Zwingmann 

   

 

2.1.2 課題演習 

 

課 題 名 担  当  教  員 

DA：固体地球系 久家慶子・大倉敬宏(阿)・清水以知子・風間卓仁 

DB：流体地球系 石岡圭一・吉川 裕・根田昌典・重 尚一・原田裕己・坂崎貴俊・ 

今城 峻(磁) 

DC：固体地球系 地球惑星科学教員多数 

DD：流体地球系 地球惑星科学教員多数 

E1：地質科学研究法 1 山路 敦・佐藤活志・成瀬 元・生形貴男・河上哲生・東野文子 

E2：地質科学研究法 2 三宅 亮・下林典正・野口高明・堤 昭人・河上哲生・渡邊裕美子・ 

山路 敦・松岡廣繁・佐藤活志・伊藤正一・伊神洋平・東野文子 

 

課題演習 DA・DB （地球物理学分野） 

・2022 年度登録者 総計 24 名 

・2023 年度登録者 総計 25 名 

 

課題演習 E1・E2 （地質学鉱物学分野） 

・2022 年度登録者 総計 14 名 

・2023 年度登録者 総計 16 名 
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2.1.3 課題研究 

 

課   題  名 担   当   教   員 

T1：電磁気圏 

 

T2：大気圏・水圏 

 

T3：固体圏 

 

 

T11：地球テクトニクス 

T12：岩石学 

T13：鉱物学 

T14：地層学 

T15：地史学 

T16：宇宙地球化学 

田口 聡・松岡彩子(磁)・齊藤昭則・藤 浩明(磁)・宇津木 充(阿)・ 

原田裕己・今城 峻(磁) 

向川 均・石岡圭一・重 尚一・吉川 裕・根田昌典・ 

大沢信二(別) ・柴田智郎（別）・坂崎貴俊 

宮﨑真一・久家慶子・金子善宏・ENESCU, Bogdan Dumitru・ 

清水以知子・風間卓仁・大倉敬宏(阿)・横尾亮彦（阿）・ 

楠本成寿（別） 

田上高広・ZWINGMANN, Horst・堤 昭人・渡邊裕美子 

河上哲生・東野文子 

下林典正・三宅 亮・伊神洋平 

生形貴男・成瀬 元・松岡廣繁 

山路 敦・佐藤活志 

伊藤正一・野口高明 

  

磁：地磁気世界資料解析センター, 別：地球熱学研究施設,  阿：地球熱学研究施設火山研究センター 

 

・ 課題研究の題目(括弧内は指導教員名； 磁：地磁気世界資料解析センター, 別：地球熱学研究施設   

阿：地球熱学研究施設火山研究センター) 

T1   高高度で観測された電子コニックのソース高度と性質（今城峻(磁)） 

T1   かぐや低高度観測データを用いた月ミニ磁気圏の粒子・電磁場特性の研究（原田裕己） 

T1   観測ロケットによる磁場データを用いたスポラディック E 層電流構造の解析（松岡彩子(磁)） 

T1   昼間のスポラディック E 層のレーダーによる観測（齊藤昭則） 

T1   低エネルギー電子降下領域の高度 500 km 付近における Alfvénic fluctuation の性質：Swarm 衛

星編隊飛行による多点観測（田口聡） 

T1   自動品質管理されたオーロラ活動度指数のリアルタイム算出システムの開発（今城峻(磁)） 

T2  原始海洋の進化過程の地球化学シミュレーション（大沢信二(別) ） 

T2  トンガ噴火時の等価深度の数値計算および平均流の効果を加えた大気自由振動の固有値解析

（石岡圭一）  

T2  対流圏で観測されるプラネタリースケールの西向き移動性擾乱の統計解析（坂崎貴俊） 

T2  夏季東アジアで発生した大雨事例における総観場の役割（向川均） 

T2  台風の予報誤差に及ぼす海面水温の影響についてのデータ解析（吉川裕） 

T2  動径方向にルジャンドル多項式のスペクトル展開を使用した球殻対流モデルの構築とプログラ

ミング言語 Rust への移植の試み（石岡圭一） 

T2  赤道大気レーダーと境界層レーダーを用いた降水時の鉛直流の推定（重尚一） 

T2  海底地形と鉛直拡散係数分布を考慮した深層循環のシミュレーション（吉川裕） 

T2  黒潮続流の 10 年規模変動に関する SSH データ解析と数値実験（吉川裕） 

T2  乾燥大気大循環モデルの構築および QBO 的振動に関する考察（石岡圭一） 

T2  ドローン観測による斜面冷気流の鉛直構造の把握（坂崎貴俊） 

T2  衛星搭載レーダーと高分解能地上レーダーを用いた 2018 年西日本豪雨の層状性降水域の解析

（重尚一） 

T3  GNSS 観測から得られた余効変動時系列を用いた九州地方の粘弾性の推定（大倉敬宏(阿) ） 
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T3  LaCoste 型相対重力計の重力連続観測で検出されたトンガ噴火の気圧変動に伴う重力変化（風間

卓仁） 

T3  高温高圧下での長崎蛇紋岩の変形実験（清水以知子） 

T3  火星の火震と内部構造の理解に向けて（久家慶子） 

T3  地表変位に伴う重力変化の地形効果：桜島火山マグマ溜まり膨張における数値計算例（風間卓

仁） 

T3  阿蘇火山の傾斜データに対するタンクモデルを用いた降水補正（大倉敬宏(阿) ） 

T3  長野県北部地震の震源域における東北沖地震前後の速度変化の推定（Bogdan Enescu） 

T3  含水石英岩(メノウ)の 高温高圧変形実験: 組織変化と力学特性（清水以知子） 

T3  地震時変形のモデル計算における球対称モデルと半無限一様モデルの比較：2011 年東北地方太

平洋沖地震を例に（風間卓仁） 

T3  震源断層パラメータがインフラソニック波の励起に与える影響について（金子善宏） 

T3  The b-Value Change in the Slip Region of the February 2021 and March 2022 Fukushima-

Oki Earthquakes（Bogdan Enescu） 

 

・課題研究の題目(括弧内は指導教員名) 

T11   三浦半島南部三崎層中に発達するインブリケート衝上断層の内部構造と摩擦の性質 

（堤 昭人） 

   フィッション・トラック年代測定に向けたモナザイトの鉱物分離法の検討 

（田上高広） 

  芦生研究林におけるスギ年層内酸素同位体比と気象データとの相関の経年変動 

（渡邊裕美子） 

T12   京都府井手町周辺に分布する領家花崗岩類の固結過程とその深度の推定 

（河上哲生） 

  東南極セール・ロンダーネ山地メーフィエルに産する珪線石-黒雲母-ザクロ石片 

麻岩の温度圧力見積もり（河上哲生） 

T13   幌満かんらん岩体中に産する黒色かんらん石とその包有物の記載（三宅 亮） 

  Cr を含む複屈折ガーネットの電子顕微鏡観察（三宅 亮） 

    千葉石とその仮晶の成長過程について（下林典正） 

T14   能登半島西部中新統関野鼻層より産出したカモ類化石 その分類と生態復元 

（松岡廣繁） 

  3 次元露頭データに対する畳み込みニューラルネットワークを用いた岩相自動 

判定:北海道東部上部白亜系–古第三系厚岸層の露頭のドローン撮影画像解析結 

果への適用例（成瀬 元） 

  幾何学的形態測定を用いた頚椎の形状比較に基づく潜水鳥類の脊柱にみられる 

湾曲の考察（松岡廣繁） 

  アンモノイドにおける殻形状の個体発生軌道の系統性（生形貴男） 

T15   Stylolite を用いた応力逆解析手法の有用性の検討（野口高明） 

T16   NWA7678 reduced CV3 コンドライト隕石のホストと黒色クラストの岩石学的比較 

（伊藤正一） 

   NWA7678 reduced CV3 コンドライト隕石の白色クラストの岩石学的研究（伊藤正一） 

 

2.1.4 卒業後の進路 

 

地球物理学分野 

 京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻進学 ２４名 
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 他大学大学院への進学 ２名 

 就職 １名  株式会社リソー教育 

 

地質学鉱物学分野 

 京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻進学    ６名 

他大学大学院への進学                ２名 

 就職                        ５名 （株）安藤・間、（株）NTT データ 外

2.2 大学院 

 

2.2.1 特別講義 

・構造地質学 

武藤潤（東北大学大学院理学研究科 教授） 

・宇宙流体環境学・宇宙プラズマ物理学 

松清修一（九州大学大学院総合理工学研究院 准教授） 

・火山地質学 

下司信夫（産業技術総合研究所活断層・火山研究部門 研究グループ長） 

・磁気圏物理学 

木村智樹（東京理科大学理学部 准教授） 

  ・変動地形学 

堤 浩之（同志社大学理工学部 教授） 

・構造地質学 

山本由弦（神戸大学理学研究科 教授） 

・電子線結晶学 

津田健治（東北大学学際科学フロンティア研究所 教授） 

・データ駆動科学 

桑谷 立（国立研究開発法人海洋研究開発機構海域地震火山部門 主任研究員） 

 

 

2.2.3 大学院修士課程入学者 

 

（地球物理学分野） 

・入学試験 

・合格者 40 名 

・出身大学 

京都大学理学部 22 名,富山大学都市デザイン学部 1 名 , 広島大学理学部 2 名,弘前大学理工学部 1 名, 

国際基督教大学教養学部 1 名,東京理科大学理学部 1 名,京都産業大学理学部 1 名, 

京都工芸繊維大学工芸科学部 1 名,日本大学文理学部 1 名 

 

・国費留学生選抜試験 

・合格者数 1名 

 

（地質学鉱物学分野） 

・入学試験 
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・合格者 13 名 

・出身大学 

京都大学理学部 7 名，岡山大学理学部 1 名，長崎大学環境科学部 1 名，熊本大学理学部 1 名， 

ソルボンヌ大学地球科学部 1 名 

 

2.2.4 大学院博士課程進学・編入学者 

 

（地球物理学分野） 

・進学・編入学試験 

・合格者数 5名 

・出身大学 

京都大学大学院理学研究科 1名、中国地震局地球物理研究所 1名、 

ボゴール農業大学 APPLIED CLIMATOLOGY 1名,メキシコ国立自治大学地球物理学研究科 1名 

University of Oriente Electrical Engineering Faculty1名 

 

・進学・編入学試験 

・合格者数：7名 

・出身大学 

京都大学大学院理学研究科 6名, 九州大学大学院工学府 1名 

 

（地質学鉱物学分野） 

・国費留学生選抜試験 

・合格者数 1名 

・出身大学 

  テヘラン大学地質学部地質学科 1名 

 

・進学試験 

・合格者数 5名 

・出身大学 

  京都大学大学院理学研究科 5名 

 

2.2.6 学位 

2.2.6.1修士 

（地球物理学分野で審査をしたもの） 

No. 氏   名 論 文 題 目 

1  レシーバ関数法で得られた四国下の地震波速度異方性の特徴 

2  動的破壊モデルから考察する複雑な断層形状がもたらす条線への影響 

3  インドネシア・バンドンで発生した降雹事例の解析 

4  
潮岬風力実験所における地上設置型マイクロ波放射計を用いた降水に伴う水蒸

気変動の特徴 

5  ACTIVE 観測による阿蘇火山の地下比抵抗構造とその時間変化の推定 

6  
不均質な断層摩擦パラメータを伴う地震サイクルシミュレーションにおける本

震前の b 値の減少とその要因 
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7  2016 年鳥取県中部の地震の余震と電磁場信号の関係 

8  
メカニスティック大気大循環モデルにおける不安定周期軌道の探索と傾圧擾乱

変動に関する解析 

9  RBF 法を用いた３次元球殻内熱対流に関する数値的研究 

10  
阿蘇カルデラ周辺の長期的沈降/間欠的隆起現象の変動源およびマグマ供給系

に関する考察 

11  大阪府北部地域における b 値の深さ変化 

12  
摩擦特性が一様な断層におけるスロースリップの自発的な分裂に関する数値実

験 

13  球面上の非内挿セミラグランジュ移流スキームの改良 

14  雨滴粒径分布の形状と降水特性に関する観測的研究 

15  
衛星データを用いた熱帯季節内振動に伴う海洋大陸上での降水変動についての

解析 

16  昼側月面由来の光電子・オージェ電子のエネルギースペクトルに関する研究 

17  瀬戸内海地域における土砂災害発生時の降水特性と土壌雨量指数の解析 

18  南極域の"大気の川"の動態と水蒸気輸送における役割 

19  2020 年から 2022 年にかけての阿蘇火山中岳第一火口の放熱活動の定量化 

20  島弧の高重力異常と沈み込み帯の各種パラメターとの関係 

21  
スパースモデリングを用いた測地データの解析による局在性と平滑性を両立さ

せた歪み速度場の推定 

22  
黒潮続流域で強化される低気圧が冬季北太平洋の気圧変動場に与える影響につ

いて 

23  
小起伏山地の一次谷における谷頭凹地の埋積と河道形成：花崗岩を基盤とする

京都白川流域での土層構造調査および降雨・土砂流出観測による検討 

24  
Mars Express・MAVEN 探査機の遠隔・直接同時観測による火星電離圏電子密度

擾乱の研究 

25  九重硫黄山の地球化学データからみた活火山熱水系の物理化学状態 

26  
断層の階層パッチ構造を含む動的破壊モデルを用いた震源パラメータのスケー

リング則の検証 

27  
前線域でのメソスケール大気海洋相互作用とそれが海洋構造に与える影響に関

する研究 

28  地中海低気圧メディケーン Apollo の構造変化と予測可能性 

29  
赤色オーロラ分布に基づく低エネルギー電子のエネルギーフラックス２次元分

布の導出：夜側極冠域境界を対象としたモデル化 

30  南極観測船「しらせ」搭載オーロラ・大気光撮像システムの開発と観測 

31  
粘弾性媒質中の速度弱化パッチの地震性・非地震性遷移におけるホモクリニッ

ク分岐と摩擦強度不均質の影響 
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32  
2 次元球面上の Euler 乱流に対する統計力学的平衡状態の新しい数値計算法の

提案とその応用 

33  日本縦断測線を用いたバネ式相対重力計のスケールファクター検定 

34  回転球面上のトイモデル方程式における乱流のエネルギースペクトルについて 

 

（地質学鉱物学分野で審査をしたもの） 

No. 氏   名 論 文 題 目 

1  透過型電子顕微鏡を用いた元素マップに対する吸収補正法の改良 

2  
Northwest Africa 7865 CV3 炭素質コンドライト matrix における U 分布を指

標とした二次的プロセスの評価 

3  低温領域の熱年代学に基づく四国山地の削剥史の推定 

4  マダガスカル産天然サファイア中のナノインクルージョン 

5  
Metamorphic zone mapping and hairpin-shaped P-T path of the Higher 
Himalayan Crystalline nappe in Dhankuta, Eastern Nepal  

6  

Estimation of origin of sedimentary structures in hybrid event beds 

based on grain fabric analysis: Examples from the Lower Pleistocene 

Otadai Formation in the Boso Peninsula, Japan  

7  高次ラウエ帯を用いた格子定数の決定 

8  
幾何学的形態測定を用いた本邦のハシプトガラス上腕骨の亜種分類と化石同定

の検討 

9  
Experimental verification of a two-dimensional turbidity current 

inversion method employing convolutional neural networks  

10  
Melt inclusions containing platinum-group minerals and high-molecular 

hydrocarbons discovered from Tahitian peridotite  

11  
福井県の中新統内浦層群から産出したカツオドリ科鳥類の頭骨化石の分類学的

検討と潜水性能の評価 

12  
Determination of hydrogen self-diffusion coefficients of fluorapatite 

using a flow-type steam diffusion reactor  

13  

Transient fluid infiltrations into partially molten regional 

metamorphic zones suggested by C-O-H fluid inclusions in garnet in 

pelitic migmatites from the Ryoke metamorphic belt, SW Japan 

14  
Petrographic and mineralogical description of sulfide-oxide aggregates 

in the primitive meteorite ALHA 77307  

 

・令和４年度地球惑星科学専攻修士論文賞 

 岡崎康平（地球物理学） 

 加藤ふみ（地球物理学） 

 山科佐紀（地球物理学） 

漁野光紀（地球物理学） 

 田中凌悟（地質学鉱物学） 

三津川到（地質学鉱物学） 
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善本夏実（地質学鉱物学） 

 

2.2.6.2 博士 

（地球物理分野で審査をしたもの） 

 氏   名 学位授与日 論 文 題 目 

呉 品穎 2022.7.25 The Impact of Mountain Topography and Environmental Flow 

on the Predictability of Localized Thunderstorms 

太田凌嘉 2022.9.26 山地斜面における人為的な侵食加速の定量的評価と履歴復元：森

林資源の収奪に対する応答としての土層の存続性変化と流域環境

の遷移 

Tha Zin Htet 

Tin 

2022.9.26 A study on crustal deformation around the southern Sagaing 

fault and Arakan subduction zone,Myanmar, by using GNSS 

data 

彭 鴻 2022.9.26 INVESTIGATION OF FORESHOCKS FOR Mj3.0 TO Mj7.4 MAINSHOCKS 

IN JAPAN FROM 2001 TO 2021 

 LIN ZHIHENG 2022.9.26 Magnetic fields generated by tsunamis: Case studies on the 

2009 Samoa and 2010 Chile earthquake tsunamis 

加藤慎也 2023.1.23 地震波自動処理への深層学習の適用とそれによる有馬高槻断層帯

深部の地震波反射体の研究 

  Mukherjee 

Pousali 

2023.1.23 Receiver function study of lithospheric structure in 

subduction zones, cratons and volcanic regions 

安藤 慧 2023.3.23 Numerical studies of sporadic E layer dynamics at 

geomagnetic mid-latitudes  

井上智裕 2023.3.23 Water depth dependence of correlations in nontidal 

variations of ocean bottom pressure measurements and 

ensuing development of methods to detect slow slip events 

from the seafloor deformation signal 

小谷 翼 2023.3.23 Understanding non-linear development of lower hybrid waves 

and ion acceleration driven by energetic ion injection 

through particle-in-cell simulation 

佐脇泰典 2023.3.23 近地深発地震波形記録を含む広義レシーバ関数が示す南海トラフ

沈み込み帯の陸域並びに海域下の不均質構造 

瀧下恒星 2023.3.23 粒径・落下速度分布観測と移流拡散モデル計算から得られた桜島

ブルカノ式噴火のテフラ分離プロファイル 

長縄和洋 2023.3.23 地上重力データを用いたアラスカ南東部における氷河性地殻均衡

の統合的理解 

 

（地質学鉱物学分野で審査をしたもの） 

氏   名 学位授与日 論 文 題 目 

CAI, Zhirong 2022.9.26 Reconstructing the Behavior of Turbidity Currents from 

Turbidites -Reference to Anno Formation and Japan Trench 

Harisma 2022.9.26 Detrital Zircon U-Pb Geochronology and Provenance Analysis 

of Sedimentary Rocks in the Paleo-Kuril Arc System (Nemuro 

and Tokoro Belts), Eastern Hokkaido, Northern Japan.  

安邊啓明 2023.3.23 Spatial non-uniformity of stress in the forearc region: an 

example of the middle Miocene southwest Japan arc  
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奥村翔太 2023.3.23 Groundmass pyroxene analyses based on growth anisotropy 

for estimating magma ascent history in volcanic conduit  

鈴木康太 2023.3.23 Tectonic setting and heat source of an ultrahigh-

temperature metamorphic terrane constrained from prograde 

pressure-temperature-time-melting evolution: an example 

from Rundvågshetta, Lützow-Holm Complex, 

East Antarctica 

 

2.2.7 大学院修了後の進路 

（地球物理分野） 

・修士課程 

 京都大学理学研究科地球惑星科学専攻博士課程進学 6 名 

 京都大学大学院工学研究科進学 1 名、他大学院進学 1 名 

Amazon Web Services EMEASARL、㈱大島農園、㈱システム計画研究所、Sky㈱、Freee㈱、 

中部電力パワーグリッド㈱、有人宇宙システム㈱、㈱気象工学研究所、㈱INPEX、国土防災技術㈱、 

西日本技術開発㈱、(財)日本気象協会、㈱エヌ・ティ・ティ・データ、㈱インビリティー、 

応用地質㈱、㈱コーエーテクモホールディングス、東レエンジニアリング㈱、㈱商船三井、 

ダイキン工業㈱、気象庁 

・博士課程 

 京都大学特別研究員、東京大学地震研究所研究職、東京大学生産研究所特別研究員 

中央大学特別研究員、(共)統計数理研究所研究職、(国研)情報通信研究機構研究職、 

(国研)産業技術総合研究所 特別研究員 

 

（地質学鉱物学分野） 

・修士課程 

  京都大学理学研究科地球惑星科学専攻博士課程進学 5 名， 

   (株）THIRD、アクセンチュア（株）、近鉄グループホールディングス（株）、東日本高速道路（株）、 

（株）オプティム、東和薬品（株）エアウォーター（株）、気象庁、エネルギー・金属鉱物資源機構 

 

・博士課程 

  （株）INPEX、住友化学（株）、日本原子力研究開発機構、エネルギー・金属鉱物資源機構 

Halu Oleo 大学（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ） 

 

付録 1．論文・報告書・著書 

 

◇論文 

（地球物理分野） 

Aizawa, S., Persson, M., Menez, T., André. N., Modolo, R., Génot, V., Sanchez-Cano, B., Volwerk, M., Chaufray, J-Y., 

Baskevitch, C., Heyner, D., Saito, Y., Harada, Y., Leblanc, F., Barthe, A., Penou, E., Fedorov, A., Sauvaud, J.-A., 

Yokota, S., Auster, U., Richter, I., Mieth, J., Horbury, T. S., Louarn, P., Owen, C. J. and Murakami, G., 2022. 

LatHyS global hybrid simulation of the BepiColombo second Venus flyby, Planetary and Space Science. 218, 

105499. https://doi.org/10.1016/j.pss.2022.105499 

Aoki, T., Kaneko, Y. and Kearse, J., 2023. Dynamic simulations of coseismic slickenlines on non-planar and rough 

faults. Geophysical Journal International, v. 233, n. 2, p. 1124–1143, doi: 10.1093/gji/ggac501. 

Bowers, C. F., DiBraccio, G. A., Slavin, J.A., Gruesbeck, J. R., Weber, T., Xu, S., Romanelli, N. and Harada, Y., 2023. 

Exploring the Solar Wind-Planetary Interaction at Mars: Implication for Magnetic Reconnection. Journal of 

Geophysical Research: Space Physics, 128, e2022JA030989. https://doi.org/10.1029/2022JA030989 

https://doi.org/10.1029/2022JA030989
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Carey, J.M., Mountjoy, J.J., Crutchley, G.J., Petley, D.N., Holden, C.F., Kaneko, Y., and Huhn, K., 2022. Episodic 

movement of a submarine landslide complex driven by dynamic loading during earthquakes. Geomorphology, v. 

408, doi: 10.1016/j.geomorph.2022.108247. 

Chen, C.H., Lin, C.C.H., Lee, C.J., Liu, J.Y. and Saito, A., 2022. Ionospheric responses on the 21 August 2017 solar 

eclipse by using three-dimensional GNSS tomography. Earth, Planets and Space, 74, 173,  

https://doi.org/10.1186/s40623-022-01734-y 

DiBraccio, G. A., Romanelli, N., Bowers, C., Gruesbeck, J. R., Halekas, J. S., Ruhunisiri, S., Weber, T., Espley, J. R., 

Xu, S., Luhmann, J. G., Harada, Y., Dubinin, E., Poh, G. K., Connerney, J. E. P., Brain, D. A. and Curry, S. M., 

2022. A statistical investigation of factors influencing the magnetotail twist at Mars, Geophysical Research 

Letters, 49, e2022GL098007. https://doi.org/10.1029/2022GL098007 

Erickson, B. A., Jiang, J., Lambert, V., Barbot, S. D., Abdelmeguid, M., Almquist, M., Ampuero, J.‐P., Ando, R., 

Cattania, C., Chen, A., Zilio, L. D., Deng, S., Dunham, E. M., Elbanna, A. E., Gabriel, A.-A., Harvey, T. W., 

Huang, Y., Kaneko, Y., Kozdon, J. E., Lapusta, N., Li, D., Li, M., Liang, C., Liu, Y., Ozawa, S., Perez‐Silva, A., 

Pranger, C., Segall, P., Sun, Y., Thakur, P., Uphoff, C., Dinther, Y. van and Yang, Y., 2023. Incorporating Full 

Elastodynamic Effects and Dipping Fault Geometries in Community Code Verification Exercises for Simulations 

of Earthquake Sequences and Aseismic Slip (SEAS). Bulletin of the Seismological Society of America, v. 113, n. 

2, p. 499–523. doi: 10.1785/0120220066. 

Esman, T. M., Espley, J., Gruesbeck, J., Fowler, C. M., Xu, S., Elrod, M., Harada, Y. and Giacalone, J., 2022. Martian 

Ionospheric Magnetic Fluctuations below 200 km, Journal of Geophysical Research: Space Physics, 127, 

e2022JA030470. https://doi.org/10.1029/2022JA030470 

Gerstenberger, M. C., Rhoades, D. A., Litchfield, N., Abbott, E., Goded, T., Christophersen, A., Van Dissen, R. J., 

Bannister, S., Barrell, D., Bruce, Z., Fry, B., Hamling, I., Holden, C., Horspool, N., Kaiser, A. E., Kaneko, Y, 

Langridge, R. M., Little, T. A., Lukovic, B., McBride, S. K., McVerry, G. H., Nicol, A., Perrin, N., Pettinga, J., 

Stirling, M. W., Van Houtte, C. and Wallace, L., 2023. A time-dependent seismic hazard model following the 

Kaikōura M7.8 earthquake. New Zealand Journal of Geology and Geophysics, v. 66, n. 2, p. 192–216, doi: 

10.1080/00288306.2022.2158881. 

Gusman, A. R., Roger, J., Power, W., Fry, B. and Kaneko, Y., 2022. The 2021 Loyalty Islands earthquake (Mw 7.7): 

Tsunami waveform inversion and implications for tsunami forecasting for New Zealand. Earth and Space Science, 

v. 9, n. 11, doi: 10.1029/2022EA002346. 

Harada, Y., Aizawa, S., Saito, Y., André, N., Persson, M., Delcourt, D., Hadid, L. Z., Fraenz, M., Yokota, S., Fedorov, 

A., Miyake, W., Penou, E., Barthe, A., Sauvaud, J. A., Katra, B., Matsuda, S. and Murakami, G., 2022. 

BepiColombo Mio Observations of Low-Energy Ions During the First Mercury Flyby: Initial Results, Geophys. 

Res. Lett., 49, e2022GL100279. https://doi.org/10.1029/2022GL100279 

Ishii, K., Yokoo, A., Ohkura, T. and Kazama, T., 2023. Temporal variation in the depth of the magma surface at Aso 

volcano in 2014–2015. Bulletin of Volcanology, v. 85, n. 7, doi:10.1007/s00445-022-01616-x. 

Ishioka, K., Yamamoto, N., and Fujita, M., 2022. A formulation of a three-dimensional spectral model for the primitive 

equations. Journal of the Meteorological Society of Japan. v. 100, p. 445 – 469. doi: 10.2151/jmsj.2022-022 

Iyemori, T., Yamada, A., Aoyama, T., Hozumi, K., Yokoyama, Y., Odagi, Y., Sano, Y., Pangsapa, V., Jarupongsakul, 

T., Saito, A. and Iguchi, M., 2022. Amplitude enhancement of short period GPS-TEC oscillations over rainfall 

area. Earth Planets Space 74, 45. https://doi.org/10.1186/s40623-022-01604-7 

Kaneko, Y. and Goto, H., 2022. The origin of large, long-period near-fault ground velocities during surface-breaking 

strike-slip earthquakes. Geophysical Research Letters, v. 49, n. 10, doi: 10.1029/2022GL098029. 

Kotani, T., Toida, M., Moritaka, T. and Taguchi, S., 2023. Harmonic structure of lower hybrid waves driven by 

energetic ions at 4000 km altitude: PIC simulation. Geophysical Research Letters, 50, e2022GL102356. 

https://doi.org/10.1029/2022GL102356 

Kuroda, Y. and Mukougawa, H. 2022. On the origin of the solar cycle modulation of the winter North Atlantic 

Oscillation, Journal of Geophysical Research: Atmospheres, v. 127, e2022JD036859, 

doi.org/10.1029/2022JD036859. 

Lu, Z., Shimizu, I. and Itaya, T., 2022, Metamorphic ages of the Jurassic accretionary complexes in the Kanto 

Mountains, Central Japan, determined by K–Ar dating of illite: Implications for the tectonic relationship between 

the Chichibu and Sanbagawa Belts., Minerals, 12, 1515. https://doi.org/10.3390/ min12121515 

Mukougawa, H., Noguchi, S., Kuroda, Y. and Mizuta, R. 2022. On the existence of the predictability barrier in the 

wintertime stratospheric polar vortex: Intercomparison of two stratospheric sudden warmings in 2009 and 2010 

winters, Journal of the Meteorological Society of Japan, v. 100, 965–978, doi.org/10.2151/jmsj.2022-050. 
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Nakagawa, K., Kazama, T., Fukuda, Y., Miura, S., Hayakawa, H., Ohta, Y. and Freymueller, J. T., 2022. Updated 

absolute gravity rate of change associated with glacial isostatic adjustment in Southeast Alaska and its utilization 

for rheological parameter estimation. Earth Planets Space, v. 74, n. 116, doi:10.1186/s40623-022-01666-7. 

Oigawa, T., Shinagawa, H. and Taguchi, S., 2022. Two-dimensional local modeling of thermospheric heating and 

neutral mass density enhancement driven by Alfvén waves, Journal of Geophysical Research: Space Physics, 127, 

e2021JA030189, doi: 10.1029/2021JA030189.  

Persson, M., Aizawa, S., André, N., Barabash, S., Saito, Y., Harada, Y., Heyner, D., Orsini, S., Fedorov, A., Mazelle, 
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成瀬 元, 2022. 重力流堆積物逆解析の不確実性の評価．日本地球惑星科学連合 2022 年大会要旨, MIS16-P09, 

オンライン, 2022 年 5 月 29 日–6 月 3 日. 

成瀬 元・小川琴奈, 2023. 生物攪拌強度を考慮した堆積物からの初生環境情報の逆解析. 日本古生物学会第

172 回例会講演予稿集, p. 34, 福岡, 2023 年 2 月 3 日–5 日. 
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成瀬 元・石原与四郎, 2022. 石垣島カラダギ洞窟に流入した先島津波の規模：3 次元数値実験による検討．

日本堆積学会 2022 年大会要旨, p. 19–20, オンライン, 2022 年 4 月 23 日. 

野口 高明・松本 徹・三宅 亮・伊神 洋平・治田 充貴・斉藤 光・波多 聰・瀬戸 雄介・宮原 正明・富岡 尚

敬・土山 明・安武 正展・松野 淳也・奥村 翔太・三津川 到・上杉 健太朗・上椙 真之・竹内 晃久・延寿 

里美・瀧川 晶・道上 達広・中村 智樹・松本 恵・仲内 悠祐・圦本 尚義・永島 一秀,・川崎 教行・坂本 

直哉・岡崎 隆司・奈良岡 浩・薮田 ひかる・坂本 佳奈子・橘 省吾・渡邊 誠一郎・津田 雄一、The 

Hayabusa2-initial-analysis Sand team (overseas members)，2022. C 型小惑星リュグウから回収された試料

の鉱物学的特徴と宇宙風化. 日本地球惑星科学連合 2022 年大会（ハイブリッド），PPS08-07，オンライ

ン，口頭，2022 年 5 月 22–27 日． 

野口高明・松本里佳子・薮田ひかる・小林華栄・三宅亮・奈良岡浩・岡崎隆司・今栄直也・山口亮・キルコ

イン・デービッド・山下翔平・高橋嘉夫，2022．CP IDP と CS IDP 的物質の微細な角礫岩である南極微

隕石. 日本鉱物科学会 2022 年度年会 新潟大学五十嵐キャンパス（ハイブリッド），口頭，オンサイ

ト，2022 年 9 月 17 日(土)−19 日(月)． 

浜根大輔・門馬綱一・大西政之・下林典正・皆川鉄雄・岡田華子・今井裕之, 2022. 岩手県田野畑鉱山から産

出するマンガノマンガニアンガレッティ閃石について. 日本鉱物科学会 2022 年年会, R1P-12, 新潟（ハイ

ブリッド）, 2022 年 9 月 17–19 日.  

浜根大輔・鈴木保光・大木良弥・石橋隆・下林典正, 2022. 岩手県舟子沢鉱山から産出するアルミノ杉石、マ

ンガンチェルキアラ 石、フェリリーキ閃石について. 日本鉱物科学会 2022 年年会, R1P-10, 新潟（ハイ

ブリッド）, 2022 年 9 月 17–19 日.  

東野文子・河上哲生, 2022, 東南極セール・ロンダーネ山地で見られる超高温変成作用とメルト包有物. 日本

鉱物科学会 2022 年年会, 新潟. 

東野文子・河上哲生・足立達朗・宇野正起. 2022, 東南極セール・ロンダーネ山地パーレバンデ南部で見られ

る二酸化炭素・塩素を含む流体流入. 日本地質学会第 129 年学術大会東京大会. 

福田将眞・末岡茂・田上高広,2022．低温領域の熱年代学に基づく長期間(>106 yr.)スケールにおける鉛直方向

の地殻変動の推定：現状と今後の展開．日本地球惑星科学連合 2022 年大会，5 月 22 日-6 月 3 日. 

藤島誠也・成瀬 元, 2022. 畳み込みニューラルネットワークを用いた混濁流の 2 次元逆解析. 日本地球惑星

科学連合 2022 年大会要旨, MIS16-P07, オンライン, 2022 年 5 月 29 日–6 月 3 日. 

松岡廣繁・瀬岡理子・長谷川善和, 2023. 群馬県中新統原市層産 Annakacygna hajimei の骨盤前方脊柱：アン

ナカコバネハクチョウは“エアサスバギー”だった. 日本古生物学会第 172 回例会講演予稿集, p. 24, 福

岡, 2023 年 2 月 3 日–5 日. 

松岡廣繁・長谷川善和, 2022. 群馬県中新統原市層産 Annakacygna hajimei（無飛翔ハクチョウ）の特異な上肢

筋骨格系とその機能. 日本古生物学会 2022 年年会講演予稿集, p. 13, オンライン, 2022 年 7 月 1 日–3 日. 

松野淳也・三宅亮・松本恵・中村智樹・髙橋嘉夫・山田真也・土`山明・延寿里美・圦本尚義・野口高明・

岡崎隆司・薮田ひかる・奈良岡浩・坂本佳奈・橘省吾, 2022.リュウグウから見つかった白金族元素硫化

物のナゲット, 日本鉱物科学会 2022 年年会, R5P-02, 新潟（ハイブリッド）, 2022 年 9 月 17–19 日. 

松本恵・三宅亮・松野淳也, 2022. 始原的炭素質コンドライトマトリクスの高温その場 TEM 観察, 日本鉱物科

学会 2022 年年会, R5P-03, 新潟（ハイブリッド）, 2022 年 9 月 17–19 日. 

松本恵・松野淳也・𡈽山明・中村智樹・三河内岳・安武正展・上杉健太朗・竹内晃久・延寿里美・奥村翔

太・三津川到・孙铭琦・榎戸祐馬・三宅亮・圦本尚義, 2022. はやぶさ 2 リターンサンプル C0002 粒子に

含まれる様々な岩相の電子顕微鏡観察と放射光ナノ CT 分析, 日本鉱物科学会 2022 年年会, R5-06, 新潟

（ハイブリッド）, 2022 年 9 月 17–19 日. 

松本徹・野口高明・三宅亮・伊神洋平・治田充貴・斉藤光・波多聰・瀬戸雄介・宮原正明・富岡尚敬・圦本

尚義・中村智樹・薮田ひかる・奈良岡浩・岡崎隆司, 2022. 小惑星リュウグウ試料における無水鉱物の宇

宙風化と 粒子表面の凝縮層の観察, 日本鉱物科学会 2022 年年会, R5-09, 新潟（ハイブリッド）, 2022 年

9 月 17–19 日. 

松本徹・野口高明・三宅亮・伊神洋平・治田充貴・斉藤光・波多聰・瀬戸雄介・宮原正明・富岡尚敬・圦本

尚義・中村智樹・薮田ひかる・奈良岡浩・岡崎隆司・坂本佳奈子・橘省吾・渡邊誠一郎・津田雄一・

TheMin-Pet Fine Sub-team, 2022. C 型小惑星リュウグウ試料に含まれる無水鉱物の宇宙風化組織, 日本地

球惑星科学連合 2022 年大会, PPS08-P06,幕張（ハイブリッド）, 2022 年 5 月 22 日–6 月 3 日. 

丸山啓志・許 書毓・徳川広和・甲能直樹・松岡廣繁・石田吉明・伊左治鎭司・加藤久佳, 2023. 景観復元画

「チバニアン期の海」の製作過程. 日本古生物学会第 172 回例会講演予稿集, p. 40, 福岡, 2023 年 2 月 3 日

–5 日. 

三津川到・三宅亮・伊神洋平・小木曽哲・秋澤紀克・𡈽山明・松本恵・松野淳也・上杉健太朗・安武正展・

竹内晃久・奥村翔太, 2022. 3D analysis of melt inclusions containing platinum group elements in Tahitian 
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harzburgite xenolith with X-ray nano tomography. 日本地球惑星科学連合 2022 年大会，SGC36-P02，幕張

（千葉），2022 年 5 月 22 日–6 月 3 日. 

三津川到・小木曽哲・秋澤紀克・田口知樹・上杉健太朗・竹内晃久・安武正展・𡈽山明・松本恵・松野淳

也・奥村翔太・伊神洋平・三宅亮, 2022. タヒチ島産マントルカンラン岩中の白金族鉱物を含むメルト包

有物, 日本鉱物科学会 2022 年年会, R7-06, 新潟（ハイブリッド）, 2022 年 9 月 17–19 日. 

三藤仁以那・松岡廣繁・中川登美雄, 2023. 福井県の中新統内浦層群から産出したカツオドリ鳥類の頭骨化

石. 日本古生物学会第 172 回例会講演予稿集, p. 20, 福岡, 2023 年 2 月 3 日–5 日. 

三宅亮・鈴木祐希・伊神洋平・野村龍一・治田充貴・大西市朗・橋口裕樹, 2022. レーザー照射システムを用

いた珪酸塩鉱物のその場加熱観察. 日本顕微鏡学会第 78 回学術講演会, M-8_07, 郡山（ハイブリッド）, 

2022 年 5 月 11–13 日.  

三宅亮・鈴木祐希・伊神洋平・野村龍一・治田充貴・大西市朗・橋口裕樹, 2022. レーザー照射システムを用

いた鉱物の高温その場透過電子顕微鏡, 日本鉱物科学会 2022 年年会, R7-09, 新潟（ハイブリッド）, 2022

年 9 月 17–19 日. 

山路 敦・越谷 信, 2022. 北上山地北東部における大島造山末期（白亜紀中頃）の伸張応力（千葉市, 地球惑星

科学連合大会, 6 月 2 日, SGL24-P03） 

山路 敦・牛丸健太郎, 2022. 噴火はもっと起こりやすい：天草の中新世岩脈群からの示唆（千葉市, 地球惑星

科学連合大会, 5 月 23 日, SVC29-11） 

山路 敦・楠橋 直・谷 健一郎, 2022. 中央構造線をこえてきたナップ：中新統久万層群の巨礫からの示唆（東

京, 地質学会, 9 月 6 日, T2-O-12） 

山田昌樹・加藤汰一・成瀬 元・松田有平・篠崎鉄哉・常盤哲也, 2022. 2019 年千曲川洪水による堤防決壊と

堆積物形成のプロセス. 日本堆積学会 2022 年大会要旨, p. 1–2, オンライン, 2022 年 4 月 23 日. 

吉田健太・三宅亮・奥村翔太・石橋秀巳・奥村聡・田村芳彦・小野重明, 2022. 2021 年福徳岡ノ場噴火の黒

色軽石中に含まれるナノライトの意義, 日本地球惑星科学連合 2022 年大会, SVC28-08,幕張（ハイブリッ

ド）, 2022 年 5 月 22 日–6 月 3 日. 

吉元史、伊藤正一、坂口勲(2022) 高速拡散経路の影響を考慮したアパタイト中の水素拡散.日本地球化学会

第 69 回年会（対面）高知大学、2022 年 9 月 7 日（水）―9 日（金） 

善本夏実・河上哲生・北城諭, 2022, 流体相共存下でのザクロ石を形成する部分融解―肥後変成帯泥質ミグマ

タイトの例. 日本鉱物科学会 2022 年年会, 新潟. 

 

◇ その他の発表・講演 

Harada, Y., Masunaga, K. and Sakai, S., 2022. Venus RG, Exploring the Venus Plasma Environment in the Post-VEX 

Era, Akatsuki SWT #22, 2022-12-02, Online (Oral) 

Kaneko, Y., Nealey, S., Tape, C., Ito, R. and Perez-Silva, A., 2022. Fault frictional heterogeneities can explain the 

inferences of slow earthquake transiting to fast rupture. 11th ACES International Workshop, Blenheim, New 

Zealand, March 3, 2023. （招待講演） 

Shige, S., 2022. Characteristics of precipitation systems over Asia from a TRMM PR observation data set spanning 16 

years, Workshop on Atmospheric Satellites for Asian Monsoon cloud-precipitation Science and Applications, June 

22, 2022.（招待講演） 

根田昌典, 波浪と大気海洋境界層の関係の再評価の試み，第 42 回 LaMer 特別講演会（大学院講義），愛媛大

学沿岸環境科学研究センター, 2023 年 1 月 12 日（口頭） 

原田裕己, 2022. 宇宙放射線の火星大気・月面環境への影響, 宇宙線研究会 2022, 2022-10-25, 京都府・京都 (口

頭・招待講演) 

原田裕己, 安藤紘基, 佐川英夫, 今井正尭, 神山徹, 佐藤隆雄, 金星探査検討 RG, 2023. 次期金星探査ミッション

コンセプト検討, ISEE 研究集会「太陽地球惑星圏研究領域における将来衛星計画検討会」, 2023-03-20, オ

ンライン参加 (口頭) 

原田裕己, 斎藤義文, MIA チーム, 2022. MIA Observations of Low-energy Ions in Mercury’s Magnetosphere, 第 17

回 ERG サイエンス会議および内部磁気圏関連研究集会, 2022-09-27, オンライン参加(口頭) 

吉川 裕, 地球気候と海の波, 第 21 回 MACS コロキウム,理学研究科セミナーハウス, 2022 年 11 月 18 日（口

頭） 

 

付録 3．その他の活動 

 

◇ 野外調査（海外） 

工藤駿平：ネパール・ダンクッタ地域地質調査 2022.11.11-11.29 

 

◇ 観測 
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物理気候学研究室：京都大学理学部 1 号館屋上, 雨滴粒径分布連続観測 

根田昌典：和歌山県白浜観測塔での海上風鉛直構造観測 

田口 聡：ノルウェー・スバールバル諸島でのオーロラ・大気光連続観測 

吉川 裕：和歌山県白浜沖観測塔での表層海洋流況観測 

 

◇ 国際共同研究 

重 尚一：国際降水作業グループ IPWG (International Precipitation Working Group), 2001 年に世界気象機関

WMO (World Meteorological Organization) /気象衛星調整会議 CGMS (Coordination Group for Meteorological 

Satellites)の下部組織として発足。世界各国の研究チームが作成した種々の降水マップを、日本のレーダ

ー・アメダス解析雨量を用いて評価する日本域検証ページ(http://www-ipwg.kugi.kyoto-

u.ac.jp/IPWG/sat_val_Japan.html)を運営し、IPWG 国際検証ネットワークの確立に貢献している。 

田口 聡, 原田裕己：スバールバル諸島 Breinosa 地域での磁場観測に向けたスバールバル大学との共同研究 

Bogdan Enescu: Improving the location of earthquakes with relatively poor station coverage (with Dr. Francesco 

Grigoli, University of Pisa, Italy). 

河上哲生：イタリア Padova 大学（Bernardo Cesare 教授）との、東南極リュツォ・ホルム岩体ルンドボーク

スヘッタの超高温変成岩中のメルト包有物に関する共同研究 

河上哲生：フィリピン大学 Diliman 校（Bechaida D. Payot 博士）との、パラワン・オフィオライトのメタモ

ルフィックソールに関する共同研究 

田上高広：山地形成の熱年代学的研究（2010 年度〜2022 年度），オーストラリア メルボルン大学，フラン

ス パリ大学, スイス ローザンヌ大学，ドイツ ライプニッツ研究所，日本列島の山地形成過程の復元を

目的として低温領域の熱年代学を用いた共同研究を進めている． 

田上高広：山地形成の熱年代学的研究（2019 年度〜2022 年度），フィリピン フィリピン大学，ルソン弧

の山地形成過程の復元を目的として低温領域の熱年代学を用いた共同研究を進めている． 

田上高広：山地形成の熱年代学的研究（2021 年度〜），ブルガリア ソフィア大学，アルプス造山帯東部

の山地形成過程の復元を目的として低温領域の熱年代学を用いた共同研究を進めている． 

Horst Zwingmann：Opalinus milling study （2022 年度～），スイス連邦 原子力安全検査局, 粘土鉱物の同位体

比に及ぼす物理的変形の影響の評価を目的として共同研究を進めている． 

Horst Zwingmann，田上高広：断層の年代学的研究（2004 年度～2022 年度）オーストラリア CSIRO パース支

部, メルボルン大学，野島断層などの地震断層の活動履歴を復元するため, 断層粘土などより分離したイ

ライトを用いた K-Ar と Ar/Ar 年代測定，およびアパタイト・ジルコンを用いた(U,Th)/He 年代測定を行っ

ている. 

野口高明：はやぶさ 2 サンプルリターン初期分析チーム 砂の物質分析班・班長としてはやぶさ 2 探査機が

持ち帰った小惑星リュウグウの国際共同研究を進めている（2022 年度で終了） 

渡邊裕美子：樹木年輪の同位体比に関する年輪気候学的研究（2022 年度～），スイス連邦 森林・雪氷・

景観研究所，樹木年輪の同位体比が気候を記録するメカニズムの理解を目的として共同研究を進めてい

る． 

 

◇ 社会的貢献 

風間卓仁：鹿児島県鹿児島市・鹿児島市科学館における公開講座「地震や火山を実験で再現しよう」の講師

担当, 2022 年 10 月 9 日. 

風間卓仁：2022 年測地学サマースクール「測地学で地球の動きを診る」における世話人担当, 2022 年 9 月

12–14 日. 

風間卓仁：さくらであい館 6th バースデイ感謝祭における地球科学講演会「重力で地球を探る」, 2023 年 3

月 11 日. 

風間卓仁：鴨東幼稚園における南極・地震・ダジックアースに関する出前授業, 2022 年 6 月 24 日, 11 月 14

日, 2023 年 2 月 24 日. 

久家慶子：第２回企画「知識との出逢い」、京都大学生協 X-academy2022、2022年 5 月 27 日 

小谷 翼：京都大学高大連携事業学びコーディネーターによる出前授業「プラズマを科学する」, 山形県山形

東高校, 2022 年 10 月 3 日 

小谷 翼：京都大学高大連携事業学びコーディネーターによる出前授業「太陽系内に存在するプラズマのお

話: 太陽惑星系電磁気学 」, 兵庫県伊丹高校, 2022 年 10 月 6 日 

齊藤昭則：一般向け講演会「飛鳥星まつり 2022」, キトラ古墳壁画体験館 四神の館 2022 年 10 月 16 日. 

齊藤昭則：一般向け講演会「SGEPSS 秋学会一般公開イベント『体験型☆地球・宇宙マスターを目指

せ!』」, 相模原市立産業会館, 2022 年 11 月 3 日. 

齊藤昭則：出前授業,  京都府立鴨沂高校, 2023 年 1 月 17 日. 



 

 35 

原田裕己：地球電磁気・地球惑星圏学会（SGEPSS）2022 年一般公開イベント「体験型☆ 地球・宇宙マスタ

ーを目指せ！」, 相模原市立産業会館, 2022 年 11 月 3 日 

吉川 裕： ジュニアドクター育成塾, 出前講義, 大津市, 2022 年 8 月 7 日 

吉川 裕： ジュニアドクター育成塾, 乗船実習, 大津市, 2022 年 9 月 11 日 

堤 昭人（分担）： 研究室見学研修対応（三重県桑名高等学校），2022 年 8 月 4 日 

服部 諒（分担）： 研究室見学研修対応（三重県津高等学校），2022 年 11 月 19 日 

渡邊裕美子： 龍谷大学付属平安中学校の大学博物館の研修対応， 2022 年 7 月 8 日 

下林典正：公益財団法人 益富地学会館 益富地学賞選考委員（審査委員会：2022 年 12 月 18 日） 

成瀬 元：京都府環境審議会委員 

野口高明（2022）リュウグウってお化粧するの？ 「はまぎんキッズ・サイエンス トークイベント Vol. 

9 リュウグウのサンプルが語り始めたこと 第 3 回」 はまぎんこども宇宙科学館, 横浜（現地にて講

演， On-line で参加者は参加）, 2022/5/21. 

野口高明（2022）地球外からサンプルを持ち帰る：リターンサンプルのサイエンス．京都大学理学研究科主

催サイエンス倶楽部デイ．京都大学北部構内北部総合教育棟，京都（現地にて講演），2022/11/21. 
 

◇ 各種役員・非常勤講師・編集員等 

石岡圭一：日本惑星科学会情報部会委員 

石岡圭一：日本気象学会関西支部常任理事 

風間卓仁：日本測地学会第 48・49 期評議員および庶務委員 

金子善宏：（公）日本地震学会・若手学術奨励賞選考委員会・委員長 

久家慶子：（公）日本地震学会・代議員 

久家慶子：（公）日本地震学会・選挙制度検討 WG・委員 

久家慶子：日本学術会議・連携会員 

久家慶子：日本学術会議・地球惑星科学委員会 IUGG分科会・幹事 

久家慶子：日本学術会議・地球惑星科学委員会 IUGG分科会 IASPEI 小委員会・委員長 

久家慶子：日本学術会議・地球惑星科学委員会人材育成分科会高等教育検討小委員会・幹事 

久家慶子：日本地球惑星科学連合・代議員 

久家慶子：日本地球惑星科学連合・固体地球科学セクションボードメンバー 

久家慶子：地震予知連絡会・委員 

久家慶子：東京大学地震研究所・協議会・協議員 

久家慶子：国立研究開発法人建築研究所・研修・普及委員会・委員 

久家慶子：内閣府・南海トラフ巨大地震モデル・被害想定手法検討会・委員 

久家慶子：京都大学防災研究所地震災害研究センター（～7/31 地震予知研究センター）・運営協議会・3 号

委員 

久家慶子：IASPEI・2023 IASPEI nomination committee 
根田昌典：気象庁「異常気象分析作業部会」委員 

根田昌典：日本海洋学会 評議員 

齊藤昭則：日本学術会議電気電子工学委員会 URSI 分科会電離圏電波伝搬小委員会委員 

齊藤昭則：文部科学省宇宙航空科学技術推進委託費審査評価会専門ワーキンググループ委員 

齊藤昭則：国立極地研究所非干渉散乱レーダ委員会 EISCAT 特別実験審査部会委員 

齊藤昭則：電子航法研究所・客員研究員  

齊藤昭則：名古屋大学宇宙地球環境研究所国際連携研究センター運営委員 

齊藤昭則：成蹊大学サステナビリティ教育センター客員フェロー 

齊藤昭則：静岡大学 STEAM 教育研究所客員准教授 

齊藤昭則：Earth, Planets, and Space 誌 editor 

坂崎貴俊：日本気象学会気象集誌 編集委員 

重 尚一：日本気象学会気象集誌 編集委員 

重 尚一：日本気象学会気象集誌「Special Edition on Global Precipitation Measurement (GPM): 5th Anniversary

（全球降水観測 5 周年特集号）」 編集委員長 

重 尚一：宇宙航空研究開発機構全球降水観測計画利用検討委員会 委員 

重 尚一：日本学術会議環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE・WCRP 合同分科会 GEWEX 小委員会委

員 

重 尚一：日本学術会議地球惑星科学委員会地球・惑星圏分科会地球観測将来構想小委員会 委員 

重 尚一：NASA JAXA Joint PMM (Precipitation Measurement Mission) Science Team Member 

重 尚一：NASA ACCP (Aerosol, Cloud, Convetion and Precipitation) Science Impact Team Member 
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重 尚一：IPWG (International Precipitation Working Group) Orographic Precipitation Focus Group Co-Chair 

清水以知子：日本学術振興会科学研究費委員会 委員 

清水以知子：山田科学振興財団 審査委員 

田口 聡：国立極地研究所非干渉散乱レーダー委員会委員 

田口 聡：自然科学研究機構国立天文台理科年表編集委員会委員 

田口 聡：International Union of Geodesy and Geophysics/Union Commission on Data and Information Executive 

Committee 

原田裕己：地球電磁気・地球惑星圏学会学生発表賞第 3 分野事務局 

原田裕己：SGEPSS 地球惑星圏環境分科会世話人 

Bogdan Enescu: 統計数理研究所・客員准教授 

向川 均：日本気象学会関西支部常任理事 

向川 均：日本気象学会 気象研究コンソーシアム委員 

向川 均：気象庁 異常気象分析検討会委員 

吉川 裕：日本海洋学会 評議員 

吉川 裕：日本地球惑星科学連合 代議員 

吉川 裕：日本地球惑星科学連合  大気水圏科学セクション ボードメンバー 

吉川 裕：日本地球惑星科学連合  学生優秀発表賞小委員会委員 

生形貴男：日本古生物学会 評議員 

生形貴男：日本古生物学会 行事担当常務委員 

生形貴男：日本古生物学会 和文誌「化石」編集委員 

生形貴男：日本地球惑星科学連合 地球生命科学セクション サイエンスボード 

生形貴男：日本地球惑星科学連合 広報普及委員 

生形貴男：日本地質学会 古生物部会長 

生形貴男：日本学術会議 第三部地球惑星科学委員会 IUGS 分科会 IPA 小委員会委員 

河上哲生：一般社団法人日本地質学会 南極地質研究委員会 委員 

河上哲生：一般社団法人日本地質学会 岩石部会 部会長 

河上哲生：一般社団法人日本地質学会 連携事業委員会委員  

河上哲生：一般社団法人日本地質学会 代議員 

河上哲生：公益社団法人日本地球惑星科学連合固体地球科学セクション サイエンスボード 

河上哲生：公益社団法人日本地球惑星科学連合固体地球科学セクション 幹事 

河上哲生：公益社団法人日本地球惑星科学連合 顕彰委員会 学生優秀発表賞小委員会委員 

河上哲生：公益社団法人日本地球惑星科学連合 代議員 

河上哲生：一般社団法人日本鉱物科学会 理事 

河上哲生：一般社団法人日本鉱物科学会 将来企画委員会委員 

河上哲生：一般社団法人日本鉱物科学会 研究奨励賞選考委員会 委員長 

河上哲生：一般社団法人日本鉱物科学会 JMPS 学生論文賞選考委員会 委員 

河上哲生：Journal of Mineralogical and Petrological Sciences 誌 編集委員 

河上哲生：Journal of Mineralogical and Petrological Sciences 誌 副編集長 

佐藤活志：日本地球惑星科学連合 広報普及委員 

佐藤活志：日本地質学会 構造地質部会 ホームページ担当 

佐藤活志：日本地質学会第 130 年大会現地委員会委員 

下林典正：日本鉱物科学会 欧文誌「Journal of Mineralogical and Petrological Sciences」編集委員 

下林典正：日本鉱物科学会 和文誌「岩石鉱物科学」編集委員 

下林典正：京都府教育委員会 京都府文化財保護審議委員（2022 年 4 月 1 日–2024 年 3 月 31 日） 

田上高広：日本学術会議 地球惑星科学委員会 IUGS 分科会 地質年代学小委員会委員長 

田上高広：日本地球惑星科学連合 固体地球科学セクション ボードメンバー  

田上高広：日本地球惑星科学連合 固体地球科学セクション 表層変動熱年代学フォーカスグループ 委員

長 

堤 昭人： 日本地質学会構造地質部会 部会長 

成瀬 元：日本地球惑星科学連合 理事 

成瀬 元：日本地球惑星科学連合 代議員 

成瀬 元：日本地球惑星科学連合 固体地球科学セクション サイエンスボード 

成瀬 元：日本地球惑星科学連合 財務委員長，大会運営委員 

成瀬 元：日本堆積学会 運営委員 

東野文子：公益社団法人日本地球惑星科学連合 代議員 
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東野文子：公益社団法人日本地球惑星科学連合 学生優秀発表賞小委員会委員 

東野文子：一般社団法人日本鉱物科学会 Elements 委員 副委員長 

東野文子：一般社団法人日本鉱物科学会 岩石鉱物科学 編集委員 

三宅 亮：一般社団法人日本鉱物科学会 理事 

三宅 亮：日本鉱物科学会 和文誌「岩石鉱物科学」編集委員 

三宅 亮：日本顕微鏡学会 代議員 

山路 敦：日本地質学会 理事 

山路 敦：日本地質学会 各賞選考委員会委員長 

山路 敦：日本地質学会第 130 年大会現地委員会委員長 

野口高明：国立極地研究所 南極隕石研究委員会委員 

野口高明： Meteoritical Society Fellow 

野口高明：日本鉱物科学会 学会賞委員 

野口高明：日本鉱物科学会 和文誌「岩石鉱物科学」編集委員 

 

◇ 非常勤研究員・非常勤講師等 

風間卓仁：京都工芸繊維大学非常勤講師 集中講義「地学実験」, 2022 年 9 月 20–22 日. 

久家慶子：国立研究開発法人建築研究所・国際地震工学センター研修講義「Earthquake Source Process」, 

2023 年 3 月 13 日–15 日 

原田裕己：大阪電気通信大学非常勤講師 集中講義「地学実験」, 2022 年 10 月 1 日, 8 日, 11 月 26 日, 12 月 3

日, 10 日 

佐藤活志：同志社女子大学 嘱託講師 

東野文子：筑波大学理工情報生命学術院 非常勤講師 

渡邊裕美子：同志社女子大学 嘱託講師 

 

◇ 招聘研究者・客員研究者 

なし 

 

◇ 受けた招聘 

なし 

 

 

付録 4．助成金 

◇ 競争的資金・助成金等 

（地球物理学分野） 

安藤 慧（代表）: 電離圏下部における金属イオン層の形態と動態に関する数値的研究, 科学研究費・特別

研究員奨励費(令和 3 年度-令和 4 年度), 令和 4 年度 700 千円 

石岡圭一（代表）：高速な 3 次元スペクトル大気大循環モデルの構築と大気力学研究への新たなアプロー

チ, 科学研究費補助金, 基盤研究(C)（令和 2－5 年度）, 令和 4 年度 700 千円 

金子善宏（分担）：時空間マルチスケールモデルからの予測：大規模計算と Slow-to-Fast 地震学, 科学研

究費補助金・学術変革領域研究(A)（令和 3–7 年度）, 令和 4 年度 230 万円 

大谷真紀子（代表）：データ同化を用いた巨大地震後の余効すべりと粘弾性変形の同時推定, 学術研究助成

基金・若手研究（令和 2–5 年度）, 令和 4 年度 104 万円 

風間卓仁（代表）：重力観測の高度化に基づく固体地球ダイナミクス研究の新展開, 東京大学地震研究所・

特定共同研究(B), 令和 4年度 994 千円 

風間卓仁（代表）：稠密重力観測に基づく桜島火山における真のマグマ質量供給量の把握, 京都大学防災研

究所・一般共同研究（令和 4–5 年度）, 令和 4 年度 975 千円 

風間卓仁（代表）：広帯域重力観測を用いた活動的火山におけるマグマ質量移動プロセスの解明, 学術研究

助成基金・基盤研究(C)（令和 4–7 年度）, 令和 4 年度 130 万円 

小谷 翼（代表）：高速イオン注入モデルを用いた非一様磁場中の低域混成波に関する粒子シミュレーショ

ン, 科学研究費・特別研究員奨励費(令和 4 年度-令和 5 年度), 令和 4 年度 900千円 

小谷 翼（代表）：Rosetta 探査機の全観測期間の水イオンと波動データの解析, 京都大学大学院教育支援

機構 (DoGS) 海外渡航助成金, 2022 年度 393 千円 

根田昌典（代表）：海面からの運動量輸送に起因する海上風鉛直構造変化の評価，科学研究費補助金基盤研

究（C）（一般）（令和 3 年–5 年度），令和４年度, 500 千円 
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根田昌典（代表）：沿岸波浪と GNSS 反射信号との対応関係の観測, 九州大学応用力学研究所全国共同利用

研究経費, 令和４年度 186 千円（九州大学での執行） 

根田昌典（代表）：波浪に伴う海面直下の流速の変化の精密観測,愛媛大学沿岸環境科学研究センター共同

利用・共同研究拠点「化学汚染・沿岸環境研究拠点」共同研究, 令和４年度,70 千円（愛媛大学

での執行） 

坂崎貴俊（代表）：大気自由振動モード群の生成・維持・減衰機構の解明, 科学技術研究費補助金, 基盤研

究(C)（令和 3–5 年度）, 令和 4 年度 900 千円 

重 尚一（代表）：次期バージョン GSMaP マイクロ波放射計降水推定アルゴリズムの開発と SLH アルゴリズ

ムの改良, 受託研究費（宇宙航空研究開発機構）（令和 4 年度）1068 万円 

重 尚一（代表）：レーダリモートセンシングを駆使した層状性降水過程の解明, 科学技術研究費補助金, 

基盤研究(A)（令和 4 年度–令和 6 年度）, 令和 4 年度 1330 万円 

清水以知子（代表）：多相固体包有物を用いたプレート収斂域深部流体の組成復元, 科学研究費基金・基盤

（C） （平成－令和 4 年度）, 配分額 160 万円. 

清水以知子（分担）：より現実的な断層面ダイナミクス, 受託金・災害の軽減に貢献するための地震火山観

測研究計画（東京大学地震研究所）（令和 1－5 年度）, 配分額 300 万円（令和 4 年度 423 千

円）. 

田口 聡（代表）：極冠域境界に見られる熱的現象の解明：アルベーン波の観測を通したアプローチ,科学技

術研究費補助金, 基盤研究(B)（令和 4–令和 7 年度）, 令和 4 年度 720 万円 

原田裕己（代表）：多点観測から迫る火星系における電離気体の動態, 科学研究費・若手研究（2022 年度-

2025 年度）, 2022 年度 1100 千円  

原田裕己（分担）：International study of responses of atmospheric escape from Mars against 

extreme solar events, 科学研究費・国際共同研究加速基金・国際共同研究強化(B)（2018-2023

年度）, 2022 年度 500 千円 

向川 均（代表）：成層圏における惑星波下方伝播生起メカニズムの解明と対流圏への影響評価, 科学研究

費補助金基盤研究(B)（平成 30–令和 4 年度）, 令和 4 年度 1400 千円 

吉川 裕（代表）：波成二次循環の水槽実験, 九州大学応用力学研究所全国共同利用研究経費, 令和 4 年度 

280 千円（九州大学での執行） 

吉川 裕（代表）：海洋水面波が引き起こす乱流混合の相似則と日本周辺気候に与える影響の評価, 科学研

究費補助金基盤研究(A)（一般）（令和 4–8 年度）, 令和 4 年度 13200 千円 

吉川 裕（分担）：ジオラマ・パノラマ環境下における有害赤潮藻の集積アルゴリズムの解明, 科学研究費

補助金学術変革領域研究(A)（令和 3–令和 6 年度）, 令和 4 年度 1000 千円 
 

 

（地質学鉱物学分野） 

伊神洋平（代表）：太陽風照射下における鉱物中の欠陥－水素相互作用と天体表層物質進化, 科学研究費・

若手研究（令和 2–4 年度）,  700 千円  

伊神洋平（分担）：マントルかんらん岩の絶対年代測定：カンラン石のニュートリノ年代測定法の開発, 科

学研究費・挑戦的研究（萌芽） （名古屋大学・加藤 丈典）（令和 2–4 年度）, 200 千円 

伊神洋平（分担）：ラマン地質圧力計の熱水ダイヤモンドアンビルセルを用いた実験的研究, 科学研究費補

助金・基盤研究（B）（名古屋大学・纐纈 佑衣）（令和 4–7 年度）, 550 千円 

伊藤正一（代表）：挑戦的研究(開拓) 軽元素及び重元素同位体イメージングが切り拓く新しい太陽系起源物

質の評価方法 科学研究補助金 （11,500 千円） 

伊藤正一（分担）：基盤研究（A）先端中性子結晶学と局所質量分析による地球内部水素の研究 科学研究

補助金 （200 千円） 

伊藤正一（分担）：基盤研究（A）地球外核・内核の伝導特性の実験的制約による地球熱進化の理解 科学

研究補助金 （1,000 千円） 

伊藤正一（分担）：基盤研究（A）隕石ナノ粒子の大規模化学マイニング 科学研究補助金 （300 千円） 

伊藤正一（分担）：基盤研究（B）ナノスケール物質解析による断層の高速摩擦弱化機構の解明 科学研究

補助金（150 千円） 

伊藤正一（分担）：基盤研究（B）核－マントル間の炭素同位体分別係数の決定：地球内部炭素循環の解明

に向けて 科学研究補助金（500 千円） 

伊藤正一（分担）：基盤研究（B）地球最古の鉱物に保存された微小包有物から地球の水の起源を読み解く 

科学研究補助金 （300 千円） 

生形貴男（代表）：外殻性頭足類の個体発生軌道の進化形態学, 科学研究費補助金・基盤研究（C）（令和

2–4 年度）, 90 万円 
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河上哲生（代表）：科学研究費基盤研究（B）「大陸衝突帯下部地殻における塩水流体活動の実態解明」

17,550 千円 (直接経費 : 13,500 千円、間接経費 : 4,050 千円) 平成 31 年度—令和 4 年度  

河上哲生（代表）：情報・システム研究機構 国立極地研究所 一般共同研究 「東南極セール・ロンダー

ネ山地における高度変成岩類の温度―圧力―時間―流体活動履歴の地域性検討」200 千円（2022

年度） 

河上哲生（分担）：科学研究費国際共同研究強化(B)「ヒマラヤ山脈前縁における 2 大河川系の成立とその

変遷」（分担、代表・吉田孝紀）分担金 500 千円（2022 年度） 

佐藤活志（代表）：小断層群から複数の摩擦係数を分離検出する応力逆解析法の開発，科学研究費補助金・

基盤研究（Ｃ）（令和 3 年度–令和 5 年度）令和 4 年度 1,300 千円 

下林典正（代表）：最先端分析により明治・大正期の古典的鉱物標本を再評価する, 科学研究費･基盤研究

（C）（令和 2–4 年度） 

下林典正（分担）：Multidisciplinary Science としての本草学の再構成, 科学研究費･基盤研究（B）（大阪大

学・伊藤 謙）（令和 4–6 年度） 

鈴木康太（代表）：令和 3 年度－令和 4 年度 特別研究員奨励費「超高温変成岩の昇温過程の変成温度－圧

力－時間－溶融履歴の構築」（代表）1,500 千円（直接経費 : 1,500 千円） 

田上高広（代表）：地質環境の長期安定性評価に係る地形・地質・断層調査技術の高度化に関する共同研

究，国立研究開発法人日本原子力研究開発機構との共同研究（2022 年度），300 万円． 
堤 昭人（代表）：ナノスケール物質解析による断層の高速摩擦弱化機構の解明，科学研究費補助金・基盤

研究(B)（一般），（2020–2022 年度），2022 年度配分額 150 万円. 

堤 昭人（分担）：Slow-to-Fast 現象の物理化学プロセス解明，科学研究費補助金・学術変革領域研究(A)，

（2021–2025 年度）(海洋研究開発機構・濱田洋平)，2022 年度配分額 1,230 万円. 

成瀬 元（代表）：タービダイトは地震・津波を記録するのか？：深層学習逆解析による解明, 科学研究費

補助金・基盤研究（B）（令和 2–5 年度）, 340 万円 

野口高明（代表）：基盤研究（A）彗星塵とされてきた宇宙塵は彗星起源なのか？：分析と分光観測からの

アプローチ 令和 4 年度 60,00 千円 

Horst Zwingmann（代表）：Laboratory experiments to constrain deformation effects of slow slip earthquake 

processes on isotopic signatures of fault rocks，科学研究費補助金・基盤研究(C)，（2021–2023 年

度），2022 年度配分額 143 万円. 

Horst Zwingmann（分担）：地質環境の長期安定性評価に係る地形・地質・断層調査技術の高度化に関する

共同研究，国立研究開発法人日本原子力研究開発機構との共同研究（2022 年度），60 万円． 

三宅亮（代表）：鉱物微結晶の構造・形態, 寄付金・学術研究助成金（令和 2 年度）,  1,090 千円  

三宅亮（代表）：2022 年度京都大学研究費獲得支援事業 【いしずえ】-Pathfinding- （令和 2 年度）,  1,000

千円  

三宅亮（代表）：電子線を用いた水素の高圧その場観察：地球深部の水循環の解明, 科学研究費補助金・基

盤研究（A） （令和 2–6 年度）,  5,100 千円  

三宅亮（分担）：太陽系始原物質形成・進化の統一モデルの構築, 科学研究費補助金・基盤研究（A）（立

命館大学・土山 明）（令和 2–7 年度）,  1,000 千円  

三宅亮（分担）：ナノビームを用いた小惑星リュウグウ試料の研究：C 型小惑星の宇宙風化の解明に向けて, 

科学研究費補助金・国際共同研究加速基金(国際共同研究強化(B)) （令和 1–4 年度）（京都大学/

九州大学・野口高明） ,  900 千円  

三宅亮（分担）：ナノスケール物質解析による断層の高速摩擦弱化機構の解明, 科学研究費補助金・基盤研

究（B）（令和 2–6 年度）（京都大学・堤 昭人）,  150 千円  

三宅亮（分担）：微小領域質量分析から探る地球のストロンチウム同位体進化の解明, 科学研究費補助金・

基盤研究（B）（令和 2–6 年度）（国立極地研究所・外田 智千）,  200 千円  

三宅亮（分担）：地球の水収支解明の鍵となる物質学的情報：島弧マントル起源物質の加水・脱水様式解

読, 科学研究費補助金・基盤研究（B）（令和 2–6 年度）（金沢大学・森下 知晃） ,  600 千円  

山路 敦（代表）：方解石双晶応力深度計の開発と公開，科学研究費補助金・基盤研究（C）（令和４–６年

度）, 1820 千円. 

渡邊裕美子（代表）：樹木年輪の年層内セルロース酸素同位体比による 高時間分解能 水文プロキシの構

築，科学研究費補助金・基盤研究(C),（2021-2023 年度），2022 年度配分額 100 万円.  

渡邊裕美子（代表）：環境モニタリングによる樹木年輪の形成過程や気候を記録するメカニズムの理解，京

都大学教育研究振興財団・在外研究助成，52.7 万円. 

 

◇ 受賞 

青木俊輔：日本気象学会 2022 年度秋季大会松野賞, 2022 年 11 月 22 日 
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石岡圭一・山本 直人・藤田 雅人：2022 年日本気象学会気象集誌論文賞：Ishioka, K., Yamamoto, N., 

and Fujita, M., 2022. A formulation of a three-dimensional spectral model for the 

primitive equations. Journal of the Meteorological Society of Japan. v. 100, p. 445--

469. doi: 10.2151/jmsj.2022-022, 2022 年 12 月 7日. 

今村春香：Outstanding Young Scientist Award, The 12th International Workshop on Modeling the 

Ocean, 2022 年 6 月 28 日 

今村春香：日本地球惑星科学連合 2022 年大会学生優秀発表賞, 2022 年 7 月 11日 

今村春香：理学研究科銀楓賞, 2023 年 1 月 16 日 

大柳 諒：日本測地学会 2022 年度学生による講演会優秀発表, 2022 年 10 月. 

小谷 翼：日本地球惑星科学連合学生優秀発表賞, 2022 年 6 月 

小谷 翼：地球電磁気・地球惑星圏学会 学生発表賞(オーロラメダル), 2022 年 11 月 

小谷 翼：Best Student Presentation Award, 31st International Toki Conference, 2022 年 11 月 

長縄和洋：日本測地学会賞瀬戸賞 2022 年度出版支援, 2022 年 7 月. 

吉川浩一朗：日本海洋学会 2022 年度秋季大会 若手優秀発表賞 2022 年 9 月 12 日 

漁野光紀: 日本流体力学会年会 2022 若手優秀講演表彰, 2022 年 9 月 29 日.  

鈴木康太：日本地球惑星科学連合 2022 年大会学生優秀発表賞, 2022.07.11 

善本夏実 ：日本地球惑星科学連合 2022 年大会学生優秀発表賞. 2022.07.11 

鈴木康太 ：日本鉱物科学会 2022 年年会研究発表優秀賞, 2022.09.19 

吉元 史 ：日本地球化学会第 69 回年会学生奨励賞 
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